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本研究センターの共同研究活動では.ワーク･ショップが重要な位置を占めております｡ 1988年
度のワーク･ショップについて′企画を担当している方々に.その構想と抱負を寄せていただきま
した｡なお,各企画の対応する共同研究課題については,本通信N0,2を参照下さい｡
これらのワーク･ショップの成果は.本センターの刊行物, I GEシリーズ(仮称)として出版
し,各地の研究者の方々に′ご利用いただくことを予定しております｡
′■ヽ
微生物と光
高等動･植物の光反応である視覚,光合成,
それにフイトクローム系の関与する光形態形成
に関しては,近年非常に研究が進み,分子レベ
ルでの解析が行われるようになった｡一方,菌
類や藻類などを含む,いわゆる下等植物におい
ては,その分化や行動が青色光によって大きく
制御されており,その現象に関してはこれまで
も多くの報告がなされているが,青色光受容体
の本質,光刺激の伝達機構,および反応の機構
などに関しては,まだほとんど解明されていな
いと言っても過言ではない0本ワークショップ
では,当研究センターの研究課題の一つである
｢遺伝子情報発現に必要な生態的因子の研究｣
(共同研究課題番号1 )
にそって,異なる生態系の中で異なる様式の光
反応を行っている種々の生物の光反応の機構を,
特に遺伝子発現と開通させながら探る｡そのた
めに,菌類や藻類などの下等植物のみならず,
細菌や,真性および細胞性粘菌を加えた微生物
一般の光反応の特徴をまず正確に把握し,これ
ら微生物に共通する光刺激･伝達･反応の機構
を浮き彫りにする｡さらに,他の藻類および高
等植物の光反応を研究している研究者を討論に
加え,微生物の光反応の特徴と研究上の問題点
を明らかにする｡
(大瀧　　保)
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系統発生と重力反応
植物は地球上の異なった環境下において,そ
れにうまく適応しながら種の生活を保証し,更
にそれぞれの種の繁栄をはかっているが,その
ためには地球上において遭遇するあらゆる環境
変化のもとで,そのシグナルを受け止めその情
報に基づいて,形態を変え生活環を調節しなが
らその変化に対応しなければならないo
地球上に恒常的に存在する環境要因のなかで
特に興味深いのは,重力である｡重力は,人類が
宇宙空間の開拓の端緒を開くことに成功してか
らとくにその重要性を増している｡将来,人類
が宇宙基地を建設しそこで恒常的に活動を行う
ようになるためには,生物活動と重力との関連
についての基礎的知見の蓄積が不可欠であろう｡
地球上の生物は, 1 Gの重力の下で進化して
きた｡したがって,その生活環の回転にあたっ
ては,重力にたいする反応をおおくの場面で巧
(共同研究課題番号2 )
みに利用しているo当センターにおいて,共同
利用研究課題として｢植物の環境適応の遺伝生
態的研究｣と｢地球外環境における植物の適応
性の研究｣を取りあげているが,今年度はこの
両方に関連するものとして,植物の重力反応の
問題をとりあげワークショップを開催すること
を計画している｡
そのため,重力反応研究のこれまでの歴史的
展開について整理するとともに,進化程度の異
なる生物(動物は除く)における重力反応研究
の現状を整理し特に,重力刺激の感受,刺激の
伝達,反応の生起までの各ステップについて,
粘菌,ヒゲカビ,藻類,高等植物などにおける
研究の現状を整理する｡これらの討論を踏まえ
て,今後の研究の問題点を摘出したいと思って
いる｡上記の目的を達成するため,ワークシッ
プを開催する｡　　　　　　　(菅　　　洋)
自然環境下における遺伝子組換え植物の遺伝子発現及び
その安定性に関する研究
近年,めざましく進展してきた`細胞培養,
細胞融合,組換えDNA 'などの所謂バイオテ
クノロジーによって,自然界にはない,新しい
遺伝子組成からなる植物が続々と作出されっっ
ある｡これらの植物は実用的利用のみならず遺
伝子発現とその安定性,自然界における行動な
どの遺伝,生態学的観点から,非常に興味ある
素材であると考えられる｡
本センターにおいても,上記研究課題の一環
として形質転換植物(カナマイシン耐性遺伝子
をもつ)を用いて,三つのmarker (カナマイ
シン耐性,ストレプトマイシン耐性,クロロフィ
ル欠損)をもっているタバコを作出し,その形
質の安定性について研究している｡また,細胞
融合によっていくつかの体細胞雑種を作出して
(共同研究課題番号3 )
いるが,最近,キャベツの核と大根の葉緑体を
合わせもつ体細胞雑種を育成することができた｡
供試した両親はともに正常個体であるが,この
雑種は,興味あることに,細胞質雄性不稔であ
ることが判明した｡現在,この雑種のミトコン
ドリアについて解析を進めている｡
本センターのこのような研究状況をふまえて,
本ワークショップでは, 1)遺伝子組換え植物の
/作出法=細胞融合法,マイクロインジェクショ
ン,レーザーインジェクション,エレクトロポ
レーション,の特徴と問題点｡ 2)組換え植物の
遺伝子発現の安定性;大腸菌由来の遺伝子の植
物体での発現様式及びミトコンドリア遺伝子の
発現,とくに雄性不稔との関連性について,悼
報交換と討論を行う予定である｡ (亀谷　毒昭)
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遺伝子情報.エントロピー則から水田湛水生態系をみる
(共同研究課題番号5 )
′′~＼
′■＼
今私どもが構想しているワーク･ショップの
タイトルは,標記のように日頃余り関連づけて
考えられていない3つのキーワードからなって
いる｡これらのキーワードを互いに接近させた
り,関連づけたりする作業の中で,新しい問題
意識や研究方法を生み出す原動力を養うことが
ねらいである｡ではこのねらいには,どんな背
景と意図があるのだろうか｡
まず背景について考えてみよう｡本研究セン
ターの前身である農学研究所は,昭和30年代以
来へ低位生産水田についての共同研究にとり組
んできた｡先輩たちのこうした研究努力とその
成果を,新しい視点から継承,発展させたいと
いう願いが,ひとっの背景になっている｡又,
水田土壌化学はわが国が世界に誇る貢献をなし
た分野であり,その成果を積極的に生かすこと
が望ましいと考えられる｡
一方,水田はわが国の長い歴史を通じて耕さ
れ,育てられてきた貴重な遺産である｡それは
又,過日, NHK特集でも解説したように,国
土の保全にもきわめて大きい役割を果たしてき
た｡しかし,自然生態系や人間環境の視点から
水田の特徴をより深く解明する試みは,まだ初
湛水生態系野外実験施設
(宮城県志田郡鹿島台町)
本施設の建物には管理室,実験室,
調査室等が入っている｡さらに,長
期間の調査研究をおこなう研究者の
ために宿泊室もある｡
歩的な段階にとどまっている｡この現状を何と
かして,大きく変えたいという意欲が,本構想
の今ひとっの背景となっている｡
ところで,水田では実に多様な化学変化が起っ
ており,そこに住む多種の生物,とくに微生物
の生活と密接な関連をもっている｡このような
対象をどのようなマクロ的視点から分析し,哩
解していくかは,きわめて興味深いテーマであ
るo今回,遺伝子情報とェントロピー則を択び,
この立場から水田湛水系に果たしてどのように
切り込めるか,物理の専門家をも交えて検討し
てみたいと考えている｡
又,土壌は地球の歴史の中で生成してきた,
水田などの耕地はさらに人間の手によって育て
られたものである｡このような土壌の生成･育
成をどのように分析し理解するのかを,より広
い視点から整理していく作業も,とり入れたい
と考えている｡
以上,かなり異なった立場,問題意識から湛
水生態系研究の新しい可能性を模索し,その内
容を何らかの形で,各地の研究者の方々にお伝
えしたいと願っている｡
(服部　　勉)
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P.力Ejウ,シェフィールド大学動物学教室
片　岡　博　尚(東北大学　遺伝生態研究センター)訳*
ア･プリオリな,あるいは仮設-演鐸法
的アプローチ
理論は全て灰色であるかも知れないが,比較
法的,いわゆるア･ボステリオリ(後験的,
Calow & Townsend, 1981の意で)なアプロー
チにおける一つの,おそらくは唯一の問題は,
生理学的研究がどんなに詳しく機能とそれで説
明する適合性を結びっけるものであっても,た
とえそう表明していようとも,それらはときに
はむしろ不正確であるということである｡それ
でまたあのバングロシアの問題が激しく攻めた
ててくるわけである｡よく知られているように,
相関性は必ずしも特定の因果関係を証明するも
のではない｡
ア･プリオリ(先験的)モデル(Calow &
Townsend, 1981の意で)は反対に,生理的機
能と適合性の間に明白で正確な結合を作らなけ
ればならない｡時には,例えば,ある過程から
戻ってくる正味のエネルギーを最大にすること
は適合性を最大にすることと等価である(最適
収奪理論, optimal foraging theory, Krebs
& Davis, 1984で有力)というような補助仮定
( Calow, 1984)を用いたり,あるいはある時
には,生理的過程とS, ∩, tの間の特殊な結合
についてのもっと直接的な仮定を作ることによっ
て｡
後者は生活環理論のある局面で特に有力であ
り,スィブリとカウロ(1986)によって詳しく
議論されている｡この範噂のモデルの多くは生
理学を,互いに摩擦を起こしている代謝の諸要
求問に資源を分配する過程であるというふうに
還元している｡資源はおそらく限りがある(餐
源回収構造や過程の限界性のゆえに)ので,売
り払い(trade-off)がこれらのモデルで重要
になってきた｡そして"現実の世界"で生物が
どのように機能するだろうかを予測するために
最適化原則(optimality principle)が用いら
れている｡生活環理論では,例えば,両親によ
る再生産への投資は再生産後に残った部分の売
り払いによって成り立っていると考えられてい
る｡この売り払いを説明し,その特殊な形態を
理解するために生理学的情報を用いることがで
きる｡ -これはこの理論にとっては厳しいこと
だが｡そして集団の中での幼体と成体の相対的
な生き残りのチャンスについての情報から,再
生産,それゆえ生活環パターンへの;ー最適投資
についての予測が立てられる｡少なくとも原則
的には,これらのモデルに書き込まれた仮定も,
モデルから生まれた予測も,ともに観察によっ
て検証することができる｡この種のアプローチ
は,それゆえ,仮設-横棒法モデル(Cousens,
1985)に対応する｡
つまり,仮設を立て(仮設の複雑な集積をモ
デルと称する),ロジックを用いて(うまく数
* Blackwell Scientific Publication Ltd,. British EcologlCal Society,
およびDr. P. Calowより翻訳権取得済み(1988年2月)
EssayReview : "Towards a difinition of functional ecology.
Functional Ecology 1 : 57-61 (1987)
P. Calow, Department of Zoology, University of Sheffieid, Sheffield S10 2TN, U. 班.より
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式化して)予測を行う｡そして,制御された環
境下でそれを検証するo羊こで,種々のレベル
での検証の可能性もまた考えられる｡すなわち
基礎的構造のレベル(仮定, assumption)や
全体的にモデルを説明できるか否かというレベ
ル(予測, prediction)で｡
しかし実際には,仮定も予測もしばしば検証
もされずに簡単に作られている｡従って,生活
環理論にとって必要な売り払いについての正確
な情報を得ること(例えばReznik, 1985)や,
予測を厳しく検証すること( Calow & Sibly,
1983)は明らかに極端に困難である｡第-の例
では,自薦淘汰は最適値からの分散の幅を減少
させるので,売り払い自身不明瞭になるだろう
し( Calow & Sibly, 1983) ,第二の例でも,
自然集団の生命表に関する情報を得ることの現
実的な難しさとは別に,集団間の差〔例えば密
度依存効果による差(Sutherland et al‥1986)〕
を生じる生態学的原因を進化的原因から区別し
なければならないという難問題がある｡
こうした状況のもとでは,理論は上記の意味
で"灰色"でないばかりか,理論自身の生命を
あたかも小説のように,内部的,論理的には矛
盾のないものの, "現実の世界"とはほとんど
なんの関係なく発展させてしまう可能性さえ持
つようになる｡もちろん,実験が難しいだろう
というのは一つのクレームであるが,それは実
験が不可能であることとは別問題である｡生物
学において, "非極端" (Non-ultra)を弁護
することは一度ならず, "生気論"の根本的な
原因であった｡
上の例でも,巧妙な生理学的研究や操作によっ
て選択的セット(option set)や売り払いが露
呈されるだろう｡それによって,生理学は理論
から利益を受けるだけでなく,理論に貢献する
ことにもなる(Sibly & Calow, 1986)｡また,
自然の中の集団間での,あるいは,普通の厳密
に制御された研究室内の条件間での移植実験に
よって,進化の結果から生態学的結果を摘出す
るための道がひらかれるのである(例えば
Law, 1979)｡
後験的方法と先験的方法は異なるもので
はない
明らかに,後験的(ア･ボステリオリ)と先
験的(ア･プリオン)の区別は人為的なもので
ある｡観察は理論無くしてできるものではない
〔白紙の状態で(tabula rasa)というのは虚構
である〕し, "現実の世界"の観察に言及しな
い理論は無意味である｡ところが人々は相変わ
らずその区別を懸命に維持しようとしている｡
したがって,機能生態学の目的の一部は主体の
この二本の腕を接近させることでなければなら
ない｡
遺伝子への回帰
この外にいくつかの重要な問題がある｡その
うちで特に重要なものの一つは,既に述べた遺
伝子型,あるいはゲノムと表現型の関係である｡
後験的アプローチも先験的アプローチもしばし
ば遺伝学に対してはリップサービス以上のもの
を与えない｡資源分配-全ての生理過程でそう
なのであるが-は確かに酵素によって修飾され
るので,資源分配のパターンは遺伝支配におか
れていると考えるのは無理からぬことではある
が,生理過程に記録されているかなりの量の変
異は遺伝子の効果そのものというよりむしろ環
境の効果によるものである｡もちろん､このよ
うな可塑的反応に対する許容量も遺伝的に特定
されているのであろうし,そこから, 『一体ど
のような環境条件がB]定的な(rigidな)生理
的反応を乗り越えて可塑性をひさだすのであろ
うか?』 (Lynch&Gabriel,印刷中)といった
重要な問題が出てくるのである｡
つけ加えて言うならば,ふつう,遺伝子型空
間と表現型空間の間に直接の対応地図があると
(明言されようとされまいとにかかわらず)考
えられている｡でもこれを保証するものは何も
ない｡そして,ここで必要とされるのは,古典
的(集団の,あるいは,数量的)遺伝学的技術
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と分子遺伝学的技術をもちいて明らかにされる
ところの, S, n, tに対する生理的効果と因果
関係を持つことが知られている特定の機能的形
質の分析なのである(Watt, 1985)｡
この最後の点に関する大変重要で長く問われ
続けている問題は,電気泳動法によって明らか
にされた広範な多型性(Neュ & Graur, 1984)が,
生理的効果とその結果たるべき適合性にどの程
度結びっいているのかということである｡この
問題が明白な機能的効果を持っている分子の相
対的適合性を扱う限りにおいて,これもまた,
機能生態学の目指す方向に含まれるであろう｡
機能,ニッチ,集団淘汰(group
se一ection)
このエッセイの大部分は生物個体内の形質の
機能を扱ってきたが,機能生態学は疑うべくも
なく共同体(序の6番目の文章)内の生物の機
醍,もしくは少なくとも働き,も扱う｡例えば
"ニッチ" (nlChes)はしばしば共同体の中で
生物が行う"仕事(jobs) "と類似的に定義さ
れ,これはエルトン(1927)に遡る｡
ある意味では,機能生態学の全ての局面がこ
の間題を扱っているともいえる｡なぜなら,そ
れらの局面は環境の中で働いている生物を扱っ
ているのであり,また一生物個体の環境の一部
は,その個体と,相互作用をしている他の生物で
あるから｡しかし, "生物の行う仕事"に焦点
を合わせることは彼ら生物が共同体の"バラン
スのとれた経済"に責献しているその仕方が淘
汰の重要なクライチリオンであることを意味す
るので,さらにもっと多くのことがここで問題
となってくる｡生物が共同体の経済に貢献する
その様式が淘汰の対象となることは疑えないけ
れども､これが果してバランスのとれた経済を
導くことができるのか､あるいは､現に導いて
いるのかということについてはかなりの議論が
あるだろう｡
個体と"集団にとってよい"淘汰との問にお
こるであろう緊張についてはよく試論されてい
一一6
る(Lewontin, 1970; Maynard Smith, 1976)
が,特定の(ある人は非常に特別なと言うかも
しれないが)要求がある種の集団淘汰を起こし
得るということは広く認められている｡共同体
の経済は,では一体どのようにして平衡してい
るのだろうか｡これら種々の集団淘汰の様式の
現実的な出現頻度はもともとどの程度なのだろ
うか?また,それらの様式が,生物の機能(あ
らゆる意味での)の生物学に対して意味すると
ころは何なのか?これらは皆確実に機能生態学
にふさわしい問いであろう｡
機能生態学とは?
それでは,機能生態学は一体どこまでをカバー
するのだろうか?この問いに対する一つの考え
は,主題がパラダイムや中核理論(Core theory,
Kuhn, 1970)で同定される程度に幾分かは依
存し,また幾分かは,普遍的なアプローチの方
法がどこまで存在するかに依存する｡
機能生態学で言う"機能"はたしかに序で議
論したすべての意味を包含している｡それは単
なる性質(property)についてではなく過程
(process)を扱うものでなくてはならない｡ま
た,これらの過程が生態学の文脈に組み込まれ
ていれば,それらはただちに適応に関する問題
を扱わなければならなくなる｡従って,あまり
に限定的にすることを望まない限り,適応論者
たちの原則が必然的に主題についての何らかの
"中核思考(core thinking) "の重要な部分を
占めることになるだろう｡
方法論に転じてみると,機能生態学はしばし
ば生理学的測定を扱うことになるだろう｡しか
し1機能生態学が人口学的(depographic)パ
/ラメータや遺伝学的パラメータにどのように影
響を与え,あるいは影響を与えられるかを扱う
限り,それは人L働態(popt】1atlOn dynamics)
や新旧両遺伝学を扱うことにもなる｡対象は,
したがって,広大にして深淵であるが,ここで
示唆したような物事の表出の仕方,焦点の合わ
せ方に対する基盤が確実に存在するだろう｡
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研究会｢遺伝子細換え微生物の野外実験｣
11月23日(水) 9:00-16:00東北大遺伝生態
研究センター会議室
組換え微生物の野外実験をめぐる諸問題につ
いて,微生物生態研究者の間での意見交換と問
題点の解明を行うため,表記のような研究会を
編　集　後　記
｡遺伝生態研究センターが発足してはや7か月
が過ぎ,本研究センター通信も今回で第3号
となりました｡
｡ところで,研究センター通信は,本センター
開きたいと思います｡会場の都合もありますの
で,参加希望される方は,世話人までハガキで
ご連絡下さい｡
世話人　東北大遺伝生態研究センター
菊本　敏雄,服部　　勉
の活動状況の他に遺伝生態という新しい研究｢
分野をめぐる各地の研究者のアイディア,評
論をはじめ,研究上のトピックス,書評,関
逮,学会ニュースなど多様な内容で充実させ
たいと願っております｡各位の積極的なご投
稿を心からお願いいたします｡
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